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あとがき

筑波大学j琵史地理学研究室関係者のさまざまなフィールドワークの成果を収録した

『歴史地理学野外研究j第16号をお届けする。

本号の冒頭に掲載された横須賀に関する報告は，従前より行ってきた三浦半島・横

須賀に関する大学院で、の野外実習の成果をふまえ それを発展させる形で，双木が独

自に行ってきた研究の成果をまとめたものである。

続く，神奈川県津久井郡の!日青根村に関する 3編の報告は， 2012年度ならびに2013

年度に実施した大学続の野外実習の成果をまとめたものである。教員と大学続生が一

緒に合宿した調査は， 2012年 9月30----10月4日 2013年 9 月 23~26 日に行われた。

2012年度に実習に参加した院生は，花木，水島，高橋の3名であったが，花木，水島

は就職のため年度末に退学した。 2013年度の参加続生は，歴史地理学コースからは

橋 1名のみとなったが，生命環境科学研究科で、地誌学を専攻する中川が加わり，また，

就職した花木が引き続き参加した。この実習に関する報告では，水力電気事業を扱っ

た花木報告は一定の成果を修めているが， 1日青根村の11JIl)1I家の史料を用いた調査-研

究は， まだ緒についたばかりである。今後の研究の展開が期待される。

5編自の小口ほかの報告は，大学院の歴史地理学演習の受講生とともに，授業の一環

として調査した内容をまとめたものである。そのため 歴史地理学ならびに地誌学を専

攻する高橋，中)11に加え，民俗学や国語教育を専攻する院生が共同執筆者となっている。

なお，前号では， r歴史地理学野外研究』第14号に関して，読者からのご指摘をふ
まえた「正誤表Jを掲載したが，その後あらたに別の読者からご指摘があり，今号で

も修正点を「正誤表Jとして掲載した。地域の具体的事実は重要なデータである。引

率教員として自が行き届かなかった点を反省するとともに，地域在住の多くの方々が

私どもの研究報告を熟読してくださっていることに深く感謝申し上げたし1。正誤表

は，前号とあわせてご覧いただければ幸いである。

本号掲載報文の調査に当たっては，多くの皆様からご教示とご協力をいただいた。

お世話になった方々のお名前・機関名は個々の報文で述べさせていただいたが，全編

を通じて，地域住民の皆掠や関係各機関・団体の皆様から貴重な'情報，ならびにあた

たかいご支援をいただいた。末筆ながら，あらためてお礼を申し上げる。
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